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会
長
就
任
に
当
た
り

△
夏

唐

木

置
〓

虚

四
月
の
国
会
で
八
月

一
一
日
を
山
の
日
に
す
る
と
い
う
法
案
が
可

決
さ
れ

（
二
〇

一
六
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
見
通
し
）
、
長
野
県
で
は

七
月
第
四
日
曜
日
が
山
の
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
新
聞
で
も
山
に
関
す
る
記
事
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
登
山
規
制
、
入
山
料
、
山
の
ト
イ
レ
、
自
然
保
護
等
多
く

の
問
題
を
抱
え
る
中
で
、
登
山
に
対
す
る
認
知
度
が
高
く
な

っ
た
こ

と
は
歓
迎
す
べ
き
流
れ
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
長
野
県
山
岳
協
会
は

社
会
的
に
存
在
感
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
果
た
す
べ
き
責
任
も
重
く

な

っ
て
き
ま
し
た
。

五
十
年
の
山
岳
協
会
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
時
代
、
時
代

に
求
め
ら
れ
る
活
動
を
礎
と
し
て
積
み
重
ね
な
が
ら
、
今
日
の
姿
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

今
私
達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
協
会
員
だ
け
に
目
を
向
け

て
い
れ
ば
良
い
時
代
か
ら

一
歩
進
み
、
幅
広
く

一
般
登
山
者
に
目
を

向
け
る
活
動
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
山
に
関
す
る
諸
問
題
解
決
の
最

前
線
に
立

つ
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

」詈　始襲ぃ札崚知釧ど〓に赦嘲計」痢「牛

ま
で
積
み
重
ね
て
来
た
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の

部
署
が
し

っ
か
り
と
実
践
し
て
行
く
事
こ
そ

劉則
　
獄

つ 事
は
ほ
置
漱
け
酬
い
薇
”
〕
齢
動
声‐こ
『
場

―
ド
に
流
さ
れ
、
自
ら
を
見
失
わ
な
い
よ
う

心
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

指
定
管
理
者
と
な

っ
た
山
岳
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
、
参
加
者
か
ら
の
評
価
も
高
く
、
今

後
と
も
安
定
し
た
運
営
に
心
が
け
、
さ
ら
な

る
努
力
を
続
け
る
こ
と
で
、
次
年
度
の
指
定

管
理
者
と
し
て
の
指
名
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

山のニュースは

信濃毎日新
はやい  よみよい

信濃毎日新聞ご購読のお申込は[画 0120-81-4341ま で
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ま
た
、
昨
年
か
ら
始
め
た
個
人

会
員
制
度
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
呼

応
し
た
も
の
で
あ
り
、
方
向
も
見

え
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
活
動
は
前
宮

今
年
二
月
、
県
は

「信
州
山
の

日
」
の
制
定
を
契
機
に
、
二
〇

一

四
年
度
を

「信
州
の
山
　
新
世
紀

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
「
山
』
に

関
す
る
様
々
な
取
組
を
集
中
的
に

実
施
し
、
『
山
』
を
盛
り
上
げ
る

一
年
に
し
て
い
く
」
方
針
を
示
し

ま
し
た
。
登
山
に
対
す
る
社
会
的

な
関
心
が
高
ま
り
、
今
や
我
々
長

野
県
山
岳
協
会
も
、
自
分
た
ち
が

好
き
勝
手
に
登
山
だ
け
を
し
て
い

れ
ば
よ
い
と
は
い
え
な
く
な

っ
て

き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
山
好
き
が
集

ま

っ
て
作

っ
て
き
た
任
意
団
体
と

し
て
の
本
来
的
な
意
義
、
す
な
わ

ち
我
々
自
身
の
登
山
の
充
実
、
足

元
の
山
岳
会
の
活
性
化
を
根
本
に

据
え
、
加
盟
団
体
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
下
、
未
組
織
登
山
者

に
も
長
山
協
の
活
動
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、

長
山
協
キ
ャ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
タ
ー

本
会
長
を
初
め
と
す
る
役
員
の
努

力
の
結
晶
だ
と
高
く
評
価
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

山
が
こ
れ
だ
け
関
心
を
集
め
る

中
、
歴
史
あ
る
長
野
県
山
岳
協
会

の
長
と
し
て
の
任
は
大
変
重
い
も

の
で
す
が
、
留
任
さ
れ
た
大
半
の

役
員
の
皆
様
に
助
け
を
借
り
な
が

ら
任
を
全
う
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ぽ
砒デ
撃
一番
号
バ
℃一一中一鏃筈

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
雪
山
交
流
会
、
　

　

る
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
を

「山
岳

長
山
協
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
単
　
　
に
関
す
る
研
究
、
調
査
と
健
全
な

一
の
山
岳
会
を
越
え
た
諸
事
業
を
、
　

登
山
の
教
育
事
業
の
場
」
と
位
置

重
要
な
技
術
研
修
、
懇
親
の
場
と
　
　

づ
け
、
協
会
の
社
会
還
元
の
重
要

位
置
づ
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
　
　
な
柱
と
考
え
て
運
営
を
し
、
過
去

充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
　
　
一
一年
間
の
運
営
を
き
ち
ん
と
総
括

ら
事
業
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
　
　
し
、
次
年
度
以
降
の
指
定
管
理
の

実
施
の
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
　
　
延
長
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

委
員
会
の
活
動
の
活
性
化
と
連
携
　
　
ん
で
い
き
ま
す
。

を
図
り
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
　
　
　
そ
の
他
、
社
会
で
問
題
に
な

っ

を
明
確
に
し
た
上
で
、
協
会
員

へ
　
　
て
い
る

「
遭
難
事
故
防
止
」
「
山

広
く
周
知
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
　

の
日
」
「
ト
イ
レ
」
な
ど
の
諸
点

委
員
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
　
　
に
つ
い
て
も
、
登
山
者
の
団
体
で

は
、
最
重
点
課
題
と
位
置
づ
け
、
　

　

あ
る
長
山
協
の
果
た
せ
る
役
割
を

年
度
の
早
い
時
期
に

一
斉
委
員
会
　
　
考
え
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
す

を
開
催
し
、
組
織
的
な
動
き
と
な
　
　
る
と
と
も
に
、
冒
頭
述
べ
た
県
の

る
よ
う
追
求
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
提
唱
す
る

「信
州
の
山
　
新
世
紀

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
で
昨
年
　
　
一九
年
」
に
あ
た

っ
て
も
、
長
山
協

度
か
ら
開
館
し
た
山
岳
図
書
資
料
　
　
と
し
て
存
在
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
で

館
を
、
山
岳
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、
　

き
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

協
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
参
考
　
　
と
考
え
て
い
ま
す
。
協
会
員
の
皆

に
し
な
が
ら
、　
一
層
使
い
勝
手
の
　
　
さ
ん
と
と
も
に
安
全
登
山
の
啓
発

よ
い
施
設
と
な
る
よ
う
に
育
て
て
　
　
を
主
眼
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
の

い
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
　
　
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協

と
し
て
の
三
年
の
期
限
が
終
了
す
　
　
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

登山・ クライミング・ キャンプ

カヌー・ テレマーク・ 山スキー

松本市中央 2丁目 7の 14

丁EL&FAX 0263-33-3633
営業時間 10:00～ 19:30(日 曜祝日 10:00～ 18:30)

定休日 :水曜日

山とスキー専Fヨ店ブン

標高2,000mの雲上の一軒宿

θ
新緑とレンゲつつじのお花畑、

θ
百花乱舞の高山植物のお花畑、

《2)マ ツムシ草の大群落と紅葉、

θ 霧氷の自銀スノートレッキング、
(スノーシューロXCスキーレンタル有ります)

輻躙美ヶ原高原|ホテ|レ山本Jヽil鑽鑽
〒386‐0701長野県小県郡長和町美ヶ原5101‐ 1
丁EL 0268086‐ 201l FAX 0268‐ 86‐2013
URL http://www.utsukushigahara.oom
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2014～2015年度 長野県山岳協会役員名簿
役 職 氏   名 所 属 役 職 氏   名 所 属

名 誉
口

会 長 古 原 和 美
松本岳友会ライフ&
マウント 及

部導

普

指

遭難対策委員長 村 田 健 治 松本山登会

顧 問 唐 木  勉 伊那山の会 自然保護委員長 小 林 貞 幸 中条山岳会

久保 田元 夫 中条山岳会 ジュニア委員長 傘 木  靖 飯田山岳会
清 水  澄 原山岳会 競 技 部 部 長 森 山 議 雄 アー トウォール

島 田  良 諏訪山岳会 国 体 委 員 長 松 田  大 信濃高等学校教職員山岳会
田 村 宣 紀 グループ。ド。モレーヌ

スポーツクライ ミング
季    昌   辱 中 嶋 岳 志 信州大学山岳会

宮 本 義 彦 グループ・ド・モレーヌ 国 際 部 部 長 古 畠 俊 彦 グループ。ド・モレーヌ

会 長 唐 木 員 澄 伊那山の会 国際登山委員長 中 島 俊 弥 長野県高等学校体育連盟

副 会 長 競 技 部 長 森 山 議 雄 アー トウォール 国際交流委員長 中 島 俊 弥 長野県高等学校体育連盟
国 際苛S長・ 果 J61百 文
宮R十日当 古 畠 俊 彦 グループ・ド・モレーヌ 事 業 部 部 長 西 澤  晃 山幸グルッペ
争 務 局・ 山 缶 凶吾 資
料舘・ 山 信 す 獣 相 当 西 田  均 大町山の会 担 当 理 事 佐 イ白 不口人 山幸グルッペ

事業部長・ 諏訪 支部
・ 個 人全 昌IEI当 西 澤  晃 山幸グルッペ 医 科 学

委 員 会 医科学委員長 林  英 之 駒峰山岳会
及
部
普
支

部長・伊那 田 中 幸 雄 伊那山の会 高 体 連 専 門 委 員 長 浮 須 由 実 グループ。ド。モレーヌ

科学 。中高年・ 山
総合センター担当 杉 田 浩 康

松本岳友会ライフ&
マウント

個 人 会 員
IB  当 特 任 理 事 西 澤  晃 山幸グルッペ

理 事 長 理事会統括。高体連担当 大 西  浩 信濃高等学校教職員山岳会 監 事 花 岡  勉 岡谷山稜会
副理事長 理 事 長 補 佐 中 島 俊 弥 長野県高等学校体育連盟 伊 澤 則 昭 長野山岳会

事 務 局 事 務 局 長 河 竹 康 之 クライミングメイトクラブ 自 然 保 護 連 盟 派 遣 田 本寸 宣 糸己

事 務 局 次 長 佐 野 隆 司 伊那山の会 一
員

夕

部
ンセ

理

合

管

総岳

営

山

運
唐 木 員 澄 。西 田  均
杉 田 浩 康 。大 西  浩
河 竹 康 之・村 上 周 平

村 田 健 治・傘 木  靖

やまなみ編集担当 小 林 國 弘 長野山岳会

H P担 当 小 林 貞 幸 中条山岳会

支 部 長 東 北 信 支 部 宮 下 克 規 ホヮイトバーチ長野

中 信 支 部 栗 原  久 大町山の会 山岳図書資料館運営委員 唐 木 員 澄・西 田  均
大 西  浩諏 訪 支 部 渡 辺  剛 茅野山岳会

伊 那 支 部 片 桐 芳 昭 駒峰山岳会 長野県クライミングチーム 中 嶋 岳 志

及

部導

普

指

部 長 田 中 幸 雄 伊那山の会 長野県 山岳協会事務局 河竹康之 気付

指 導 委 員 長 村 上 周 平 茅野山岳会

一 中部山岳国立公園 一 北アルプス

槍・穂高に乾杯 爺ケ岳。“
9→ &鹿島槍ケ岳C2889→

2004年夏 冷池山荘全面リニューアルオープン !

新越山荘    種池山荘    冷池山荘

松本事務所/松本市沢村 11118
山のしおり進呈 (送料不要)

■‐390-0877  11EL0263-33-9458

山小屋直通 TEL090 1430 3328

新越山荘一種池山荘一冷池山荘

連絡先 大町市平借馬5328 柏 原 正 泰
TE1 0 2 6 1-22-1263

絆 れなハえ
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2014年度
‐
長野県山岳協会 上半期計画

日 4  月 5  月 6  月 7  月 8  月 9  月

1 火 木 火 金 月

2 水 金 月 水
第1回ジュニア登山教室
」OCジュニアオリンピック火

伊那支部幹事会
③

3 本 火 木
中信支部夏山登山教室
」OCジュニアオリンピック水

4 金 水 金 月 本
諏訪支部幹事会
④

5 第 9回山岳スキー競
技全日本選手権大会

木
長野県高等学校
体育大会

東北信支部夏山登山教室
諏訪支部夏山登山教室 火 金

6 第 9回山岳スキー競
技全日本選手権大会

金
長野県高等学校
体育大会

東北信支部夏山登山教室
諏訪支部夏山登山教室 水

7 月 常任 委員 会①(指導 委員 会 ) 水
長野県高等学校体育大会
物見の岩清掃 月

常任委 員会 ③
(指導委 員会 ) 本

8 火 木
東北信 支部 幹事
会① 火 金

宝 国 局寺 7校 4不
育大 会 (～ 12日 ) 月

常任 委員 会④
(指導 委員 会 )

9 水 金 月 水
ヤンパーチンキ
ャンプ (～22日 ) 火

10 本 火 木 水
や まな み 214号
発行

金 水 金
諏 訪支 部幹 事会
0 月 木

12 第 9回理 事会 月
常任委 員会 ②
(指導 委員 会 )

木 火 金
東信 地 区高校 新
人体 育大 会

13 第55回定期総会 火 金 水
東信 地 区高校 新
人体 育大 会

14 月 水
諏訪支部クライミング交流会
日山協第

“

回海外遭難対策研究会
日山協自然保護常任委員研修会

月 木

15 火 木
諏訪支部幹事会
②

長野県クライミング大会
日山協第

“

回海外遭難対策研究会
日山協自然保護常任委員研修会

火 金

16 水 金
南信地区高等学校
体育大会 (～ 17日 ) 月 水 火

17 木
第 17回雪上技術交流会

晃層ビ び葉代表者会議
火
伊那支部幹事会
② 木 水

中信支部幹事会
④

18 金
諏訪支部幹事会
①

第17回雪上技術交
流会 in針ノ木 水

中信支部幹事会
② 金

「信州山の日」制定記念
槍ケ岳登山教室 月 木

19 月 木
東北信支部幹事
会②

「信州山の日」制定記念
槍ケ岳登山教室 火 金

中信 地 区高校 新
人体 育大 会

20 火 一斉委 員会 金 竜贔鞣 菫£
「信州山の日」制定記念
槍ケ岳登山教室 水

中信 地 区高校 新
人体 育大 会

21 月 水 木

22 火
伊那支部幹事会
① 木 火 金 月

23 水
中信支部幹事会
① 金 月 水

中信支部幹事会
③

講師講習会 I
(夏山) 火

24 木 第 53回指導 員検
定会 火 本

講 師講習 会 I

`百
11 水

25 金
第 53回指導 員検
定会 水 金 月 本

26 月 木
伊那支部夏山登山教室
第35回北信越国体 火 金

新校音
同
〈
不

区
大
地
育
信
体
南

人

27 火 金
伊那支部夏山登山教室
第35回北信越国体 水

南信地区高校新人体育大会
第27回長山協キャンプ

28 月 水 月 木 第27回長山協キャンプ

29 木 火 金 月

30 水 金 月 水 火

31 木

2013年度被表彰者

賞 団  体  名 氏 名 表 彰 該 当 事 項

山岳栄光賞
国体成年男子

長野県チーム

夫

輔

徹

郁

大

滝

原

嶋

今

笠

中

督

手

手

監

選

選

成年男子チームは、東京都で行われた第68回国民体育大会にお
いてリニド競技 1位、ボルダリング競技 2位入賞を果たした。
その成果はもとより、不断の努力により勝ち取った栄光と長野

県山岳界への功績は大である。

山岳栄光賞
松本県ケ丘高

等学校山岳部

大
樹
塁
郎
太

田は田は雌

松
滝
坪
平
小

督
手
手
手
手

監
選
選
選
選

松本県ケ丘高校山岳部は、大分県・ くじゅう山系で行われた第
57回全国高等学校総合体育大会において、準優勝を果たした。
その成果はもとよりt不断の努力により勝ち取った栄光と長野
県山岳界への功績は大である。


